
第４回大井町総合計画審議会（書面開催）における「質疑・意見等」及び「対応・修正」総括表

該当頁 施　策 箇　所 質疑・意見等概要 （質疑・意見等に対する）対応・修正 担当課

　まちづくりアンケート調査(職員)結果を見
て、総合計画の利用状況についての回答で、半
数は利用していない。
　また、優先度、人的な確保、目的と手段の明
確化が必要とある。
　これらの指摘も考慮し、第６次総合計画では
実行性を高めていくことが必要ではないか。
　全部は無理だとしても、第６次総合計画では
このように実効性を高めたとか、次期総合計画
時に考慮に入れるといった言及はないのか。

　委員のご指摘通り、アンケートの結果では、43％
の職員が「見たことはあるが利用する機会がない」
と回答しております。これまで、計画の進行管理は
実施計画単位で行っており、計画を利用する機会が
少なかったと感じております。そのため、第６次総
合計画では、総合計画を含めてPDCAサイクルが構築
できるように、計画の施策ごとに目標を加えており
ます。今後は、この目標値に対する進捗管理を行う
とともに、評価を行い、予算編成や事業改善等から
実行性を高めていきたいと考えており、「総合計画
の進捗管理」等で記載しております。
　また、人的な確保や目的と手段の明確化ですが、
計画は３層構造で実行していくため、計画に紐づく
実施計画も含めて取り組んでいきます。

企画財政課

16
３．計画の推進につい
て(１)着実な施策展開

　４行目について、追加修正しているが、その
修正に対して、次のように加筆したらどうか。
　「・・・気候変動（地球温暖化）に伴う台
風・豪雨や酷暑等の自然災害の増加及び激甚化
や新型コロナウィルスなどの感染症等・・・」
　理由としては、「施策の目標」設定において
最悪シナリオとして表記することで、危機管理
を徹底する行政のスタンスが明確になり、今後
の「具体的な対応策」策定時においては根拠と
しての活用も期待される。

　委員からのご意見を踏まえまして、つぎのとおり
修正いたします。

　「・・・気候変動（地球温暖化）に伴う台風、豪
雨等の自然災害の頻発化・激甚化や新型コロナ
ウィルスなどの感染症等・・・」

企画財政課

（１）大井町第６次総合計画(素案)について

別紙
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該当頁 施　策 箇　所 質疑・意見等概要 （質疑・意見等に対する）対応・修正 担当課

42 小・中学校 施策の目標

　ＩＣＴ環境の充実策として集合的利用に供さ
れる大型提示装置・実物投影機の設置を掲げて
いるが、その有用性は認めるものの、むしろ、
生徒一人一人に寄り添うタブレット端末の整備
やその運用にかかわるソフト面の充実について
の検討はどうか。
　昨今のコロナ禍における休校対策としてタブ
レット端末の有効性が注目されている。公立学
校ではタブレット端末の活用ができず、私立学
校との教育格差の問題が指摘された。有事にお
けるタブレット端末の有効性に加え、平時にお
ける連絡網としてペーパレス化や事務効率の改
善、さらには不登校対策等多様性を重んじる教
育にも資するものとなり、子育て支援や教育レ
ベルの向上にも合致するものと期待される。総
合的な見地からもタブレット端末の整備は期待
できるものと思われる。

　生徒一人ひとりの端末の整備につきましては、す
でに取り組んでおり、今年度中に整備されます。
　ソフト面につきましては、「施策の目標」にはあ
げておりませんが、「施策の方向」としてＩＣＴを
活用した教育の充実を図るとしています。
　今後、ＩＣＴ支援員を配置するとともに、実物投
影機の機器を整備しますが、それらの環境整備に合
わせ、有効な活用方法等を検討しながらソフト面の
充実を図ってまいります。

　なお、大型提示装置につきましては、新型コロナ
ウイルス感染症に伴う国の交付金を活用し、前倒し
で整備することが決まったことから、「大型提示装
置」に関する指標を削除するとともに、指標名
は、「ＩＣＴ環境の充実」とします。

教育総務課

61 地域福祉
「地域福祉を担う人づ
くり」「支えあいのき
ずなづくり」

　回答のなかで第３次大井町福祉プランで具体
的な取り組み実施とあるが、ホームページで当
該プランをみても現状と課題と今後の方針は述
べているものの、具体的な取り組みは開示され
ていないかと思う。社会福祉協議会に外部委託
しているようだが、社協評議員会でも〇〇を推
進するとの説明はあったものの、回答にあるよ
うな生活支援コーディネーターを中心に町全域
を対象とする仕組み作りの進捗度が見えない。

　「第３次大井町地域福祉プラン」につきまして
は、進行管理委員会を設置し、委員会において、事
業の具体的な取り組み内容を示し、進捗状況の確認
や評価を行っています。
　また、生活支援コーディネーターにつきまして
は、社会福祉協議会に委託していますが、連携を密
に行い、活動状況や課題を共有し、仕組みづくりに
向けて検討しています。

福祉課

62 地域福祉 施策の目標

　施策の目標「生活支援体制整備推進協議体の
開催」の現状値及び目標値に３回／年としてい
るが、目標は最終年度に達成すべき姿を具体化
したものであり、数値により進捗度が判定でき
ることが必要である。
　例えば、支えあい活動の推進ならば、核とな
る人材の育成人数を現状何人から〇倍増の人数
にする、支えあい活動件数を現状何件から〇倍
の件数にするなどとしたらどうか。社協の評議
員会でも単年度の説明で終わっており、ＰＤＣ
Ａが見えない。

　令和２年度に策定する第８期高齢者保健福祉計画
及び介護保険事業計画の中で、今回いただいたご意
見を参考とさせていただきます。

福祉課
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質疑・意見等なし

該当頁 施　策 箇　所 質疑・意見等概要 （質疑・意見等に対する）対応・修正 担当課

7
「重要業績評価指標の
達成状況」の表におけ
る「達成率」

　達成率の算出が７ページの一部誤りがあると
思うが。

　達成率の欄には、累計値の場合を除き、目標値に
対する基準値からの伸び率を算出するはずが、目標
値に対する現状値の割合を算出しておりました。次
のとおり評価報告書の７ページ「達成率」について
次のとおり訂正させていただきます。

・フェイジョア販売額
　（誤）19万円／240万円≒7.9％
　（正）(19万円ー12万円)／(240万円ー12万円)
　　　　≒3.1％

・ご当地弁当販売額　達成率
　（誤）49万円／144万円≒34.0％
　（正）(49万円ー9万円)／(144万円ー9万円)
　　　　≒29.6％

・大井スイーツセレクション売上額　達成率
　（誤）270万円／300万円＝90.0％
　（正）(270万円ー113万円)／(300万円ー113万円)
　　　　≒84.0％
　
　なお、他の頁の達成率に修正はありません。

企画財政課

8

【５】大井町総合計画
審議会（外部有識者）
による評価（コメン
ト）

　コメントの２つめにおいて、次のとおり加筆
をお願いしたい。

・本町の特性を活かした・・・・・。地域の特
性を活かした施策であることから、事業費の増
額は本町が地域活性化のために取るべきリスク
の一つと言える。

　加筆いたします。 企画財政課

（２）大井町人口ビジョン改訂(案)について

（３）大井町まち・ひと・しごと創生総合戦略総括評価報告書について
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